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思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
作
業
に
、
こ
の
間
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
と
も
に
読
ん
で
く
る
こ
と
の
な
か
っ
た
小
田
実
の
仕
事
を
、
歴
史

的
に
追
い
か
け
て
み
る
と
い
う
作
業
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
手

に
し
た
、
一
九
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
波
新
書
、『
義
務
と
し
て

の
旅
』
の
中
に
、
こ
う
い
う
く
だ
り
が
あ
っ
た
。

　
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
未
来
は
解
放
戦
線
の
一
〇
項

目
を
実
現
し
て
行
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
私
が

そ
の
こ
と
を
こ
こ
で
強
く
主
張
す
る
の
は
、
私
自
身
の
未
来
も
ま
た
、

こ
の
一
〇
項
目
と
大
き
く
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
て
い
る
か
ら
な
の

に
ち
が
い
な
い
。
／
た
と
え
ば
『
植
民
地
政
権
を
倒
し
、
人
民
の
あ

ら
ゆ
る
階
層
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
、
お
よ
び
宗
教
社
会
の
代
表
を
含
む

民
族
民
主
政
府
を
樹
立
す
る
。』
た
と
え
ば
、『
幅
広
く
進
歩
的
な
民

主
主
義
を
実
現
し
、
す
べ
て
の
民
主
的
自
由
権
を
布
告
す
る
。
言
論
、

出
版
、
集
会
、
結
社
、
労
組
、
移
動
の
自
由
が
そ
れ
で
あ
る
。
信
仰

の
自
由
を
保
障
し
、
国
家
は
ど
の
よ
う
な
宗
教
に
対
し
て
も
差
別
待

遇
を
し
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
。
す
べ
て
の
愛
国
政
治
団
体
と
大
衆

組
織
に
た
い
し
て
は
そ
の
政
治
的
傾
向
を
問
わ
ず
、
活
動
の
自
由
を

認
め
る
。』
あ
る
い
は
、『
国
家
は
一
定
限
度
以
上
の
土
地
を
持
っ
て

い
る
所
有
者
か
ら
交
渉
に
よ
り
、
公
平
か
つ
合
理
的
な
価
格
で
す
べ

て
の
土
地
を
買
い
あ
げ
、
土
地
の
な
い
も
の
や
貧
農
に
無
料
か
つ
何

ら
の
条
件
を
つ
け
る
こ
と
な
く
分
配
す
る
。』
そ
し
て
ま
た
、『
外
国

軍
事
基
地
は
す
べ
て
廃
止
す
る
』、『
平
和
と
中
立
の
外
交
政
策
を
進

め
る
』、『
全
面
軍
縮
と
核
兵
器
の
禁
止
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
要

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

求
す
る

0

0

0

』
／
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
未
来
の
問
題
で
あ

る
と
と
も
に
、
私
自
身
の
未
来
の
問
題
で
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」

（
傍
点
引
用
者
）。

　

南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線
が
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
を
基
本

政
策
の
一
つ
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
時
小
田
が
、
そ
の
事
に
何

ら
疑
問
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ

と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
社
会
主
義
国
家
圏
に
と
っ
て
も
、
自
明
の
推
進
さ
れ
る

べ
き
政
策
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
私
は
、
今
日
の
眼
で
、

只
今
闘
病
中

─
読
書
ノ
ー
ト
⑯

社
会
主
義
（
思
想
）
と
「
平
和
利
用
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

─
『
原
子
力
と
冷
戦
』『
ド
イ
ツ
反
原
発
運
動
小
史
』『
ブ
ロ
ッ
ホ
の
生
涯
』
を
読
む

天
野
恵
一
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こ
の
く
だ
り
を
読
み
な
が
ら
、〈
３
・
11
原
発
震
災
〉
を
は
さ
ん
で
、

準
備
さ
れ
、
今
、
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
日
本

の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
原
発
輸
出
と
い
う
、
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
政
策

に
、
思
い
を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
〈
３
・
11
〉
以
後
、
実
は
、

水
爆
づ
く
り
も
原
発
生
産
も
「
平
和
利
用
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
、
ア

メ
リ
カ
よ
り
も
ソ
連
の
方
が
早
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
示
す

問
題
に
、
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
続
け
て
き
た
。
誰
か
、
こ
の
問
題

を
正
面
か
ら
批
判
的
な
歴
史
分
析
を
提
示
し
て
く
れ
な
い
も
の
か
と

期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

冷
戦
と
原
発

　

加
藤
哲
郎
と
井
川
充
雄
編
の
『
原
子
力
と
冷
戦

―
日
本
と
ア
ジ

ア
の
原
発
導
入
』（
花
伝
社
・
二
〇
一
三
年
）
に
は
、
こ
の
期
待
し

て
い
た
課
題
の
入
口
を
切
り
開
く
作
業
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
本
は
、
日
本
の
「
原
子
力
」
を
め
ぐ
る
冷
戦
構
造
下
の
政
治

力
学
を
歴
史
的
に
分
析
し

た
五
つ
の
論
文
が
収
め
ら

れ
た
第
Ⅰ
部
（「
日
本
の

原
発
導
入
と
冷
戦
の
歴
史

的
文
脈
」）
と
、
ソ
連
と

東
欧
・
南
北
朝
鮮
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
と
い
う

具
合
に
、
ア
ジ
ア
各
国
の
冷
戦
下
の
原
発
導
入
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ

た
四
本
の
論
文
の
第
Ⅱ
部
（「
原
発
導
入
と
ア
ジ
ア
の
冷
戦
」）
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（
書
き
手
は
一
本
ず
つ
別
人
）。〈
３
・
11
〉

シ
ョ
ッ
ク
が
生
み
出
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
に
支
え
ら
れ
た
、

す
こ
ぶ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
共
同
論
文
集
で
あ
る
。

　

Ⅱ
部
の
ト
ッ
プ
（
第
六
章
）
の
「
ソ
連
版
『
平
和
の
た
め
の
原

子
』
の
展
開
と
『
東
側
』
諸
国
、
そ
し
て
中
国
」
で
、
市
川
浩
は
、

こ
う
論
じ
て
い
る
。

　
「
最
初
の
ソ
ビ
エ
ト
製
原
子
爆
弾
実
験
（
一
九
四
九
年
八
月

二
九
日
）
の
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
と
な
る
一
九
四
九
年
一
一
月
一
〇

日
、
ソ
連
邦
国
連
代
表
＝
ア
ン
ド
レ
イ
・
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
は
第

四
回
国
連
総
会
で
『
わ
れ
わ
れ
が
ソ
連
邦
で
原
子
力
を
利
用
す
る

の
は
、
原
子
爆
弾
の
蓄
え
を
増
や
す
た
め
で
は
な
い
。〔
中
略
〕

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
経
済
運
営
計
画
に
沿
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
経
済
・
経
済
運
営
上
の
利
害
に
お
い
て
原
子
力
を
利
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
山
を
砕
き
、
河
川
の
流
れ
を
変

え
、
荒
野
を
灌
漑
し
、
人
間
が
め
っ
た
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と

の
な
い
場
所
で
さ
ら
に
さ
ら
に
新
し
い
生
活
の
路
線
を
切
り
開
く

た
め
に
原
子
力
を
役
立
て
る
の
で
あ
る
』
と
演
説
し
た
。
／
ソ
連

邦
は
、
さ
か
の
ぼ
る
一
九
四
六
年
六
月
一
九
日
、
国
連
原
子
力
委

員
会
の
場
で
、『
原
爆
の
製
造
・
使
用
禁
止
』
を
提
案
し
、『
原
子

力
兵
器
の
使
用
、
製
造
、
貯
蔵
の
禁
止
に
た
い
す
る
違
反
は
、
人
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類
に
た
い
す
る
最
も
重
大
な
国
際
犯
罪
で
あ
る
』
と
言
い
切
っ
て

い
た
。
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
の
国
連
演
説
は
、

0

0

そ
の
同
じ
国
が
み
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら

0

0

『
最
も
重
大
な
国
際
犯
罪

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
を
犯
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
自

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

己
合
理
化
の
ひ
と
つ
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
対
米
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

こ
の
恐
ろ
し
い

0

0

0

0

0

0

、『
原
子
力
の
平
和
利
用

0

0

0

0

0

0

0

0

』
な
ら
ぬ

0

0

0

『
原
爆
の
平

0

0

0

0

和
利
用

0

0

0

』
こ
そ

0

0

、
国0

際
政
治
の
舞
台
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
原
子
力
の
平
和

0

0

0

0

0

0

利
用

0

0

』
に
関
す
る
初
め
て
の
言
及
と
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。

　
「〝
民
生
用
〟
原
子
炉
建
設
の
展
望
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
一
九
五
二
年
一
〇
月
五
日
、
全
連
邦
共
産
党
（
ボ

リ
シ
ェ
ビ
キ
）
第
一
九
回
大
会
の
初
日
、
党
中
央
委
員
会
の
報
告

に
た
っ
た
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
マ
レ
ン
コ
ー
フ
政
治
局
員
は
、
米
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
よ
る
国
連
総
会
場
で
の
い
わ
ゆ
る
『
ア
ト

ム
ズ
・
フ
ォ
ー
ピ
ー
ス
演
説
』
に
一
年
二
ケ
月
以
上
も
先
行
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

原
子
力
の
平
和
利
用
を
称
揚
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。（
傍
点
引
用
者
）

　

ナ
ン
と
、「
原
発
の
平
和
利
用
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
前
に
「
原
爆

の
平
和
利
用
」
と
い
う
剥
き
出
し
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
あ
り
、
そ
れ
の
必
然
的
延
長
線
上
に
「
原
発
〈
原
子
力
〉
の
平
和

利
用
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
当
に

恐
ろ
し
い
の
は
、
な
ん
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
、
と
い
う
の
は
今
日

の
実
感
で
あ
っ
て
、
当
時
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
当
然
の
こ
と

と
し
て
世
界
の
社
会
主
義
運
動
の
中
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
（
徳
田
球
一
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
日
本
共
産
党
の
「
原
爆
の

平
和
利
用
」
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
の
編
者
の
一
人
加
藤
哲

郎
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
）。

　

資
本
主
義
国
（
最
大
「
帝
国
主
義
」
国
）
ア
メ
リ
カ
も
社
会
主
義

国
ソ
連
も
、
原
爆
の
パ
ワ
ー
を
テ
コ
と
し
た
力
の
政
治
と
い
う
点
で

は
、
ど
こ
も
違
い
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
資
本
主
義
諸
国
へ
の
原
子
力
技
術
（
核
）

の
普
及
は
、
ソ
連
の
東
欧
諸
国
へ
の
普
及
政
策
（「
平
和
利
用
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
対
抗
し
た
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
し
て
加
速
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
市
川
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理

し
て
い
る
。

　
「
ド
ゥ
ブ
ナ
の
合
同
原
子
核
研
究
所
の
設
立
を
直
接
の
目
的
と

す
る
ソ
連
邦
と
各
国
の
原
子
力
研
究
・
平
和
利
用
に
関
す
る
協

力
協
定
は
一
九
五
五
年
の
四
〜
五
月
に
あ
い
続
い
て
締
結
さ
れ
た
。

こ
の
締
結
を
契
機
に
東
欧
諸
国
で
原
子
力
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立

が
課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
一
〇
年
か
ら
一
五
年
間
に
、
こ
れ
ら

の
国
々
に
、
ソ
連
邦
か
ら
の
援
助
で
計
一
二
基
の
研
究
・
訓
練
用

原
子
炉
、
一
六
基
の
粒
子
加
速
器
、
五
ヶ
所
の
放
射
線
化
学
・
同

位
体
元
素
研
究
施
設
な
ど
が
誕
生
し
た
。
そ
の
間
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

に
は
原
子
核
・
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
、
東
ド
イ
ツ
に
は
中
央
原

子
核
研
究
所
、
そ
し
て
チ
ェ
コ
ソ
ロ
バ
キ
ア
に
は
原
子
核
研
究
所
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が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ソ
連
邦
解
体
を
東
欧
に

お
け
る
冷
戦
の
終
結
と
と
ら
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
う
ち
、

豊
富
な
石
炭
資
源
に
恵
ま
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
は
冷
戦
時
代
に

原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
な
か
っ
た
。
が
、
残
り
諸
国
は
い
ず
れ

も
旧
ソ
連
邦
か
ら
の
技
術
援
助
の
も
と
で
原
子
力
発
電
所
の
導
入

に
踏
み
切
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
早
期
に
導
入
を
決
定
し
た
の
は
、

燃
料
資
源
に
乏
し
い
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
っ
た
」。

　

米
ソ
両
大
国
（
帝
国
）
の
対
立
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
「
冷

戦
構
造
」
と
い
う
世
界
の
シ
ス
テ
ム
が
、
巨
大
な
未
来
へ
の
負
の
遺

産
で
あ
る
「
原
発
」
を
世
界
に
ふ
り
ま
き
続
け
た
の
で
あ
る
。「
核

時
代
」
の
新
国
家
中
国
の
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
、
こ
う

書
か
れ
て
い
る
。

　
「
一
九
五
五
年
一
月
一
五
日
開
催
の
中
国
共
産
党
中
央
委
員

会
書
記
処
拡
大
会
議
を
も
っ
て
中
国
の
核
開
発
は
ス
タ
ー
ト
す

る
。
会
議
に
毛
沢
東
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
中
枢
的
政
治
指
導

者
と
と
も
に
、
中
国
『
原
子
力
の
父
』
＝
銭
三
強
（
一
九
一
三
〜

一
九
九
二
）、
地
質
学
者
＝
李
四
光
（
一
八
八
九
〜
一
九
七
一
）

ら
が
参
加
し
、
種
々
説
明
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
わ
ず
か
二
日
後

0

0

0

0

0

0

0

0

、

ソ
連
邦
政
府
は
外
国
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
平
和
利
用

0

0

0

0

』
に
た
い
し
て
科
学

0

0

0

0

0

0

0

・
技0

術0

・
工
業
の
面
で
の
援
助
を
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
旨
声
明
を
発

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た

0

0

。
／
た
だ
ち
に
、
中
国
は
ソ
連
邦
と
の
間
に
六
件
の
協
定
を

締
結
、
ソ
連
邦
か
ら
の
大
規
模
な
援
助
の
も
と
に
核
兵
器
開
発
を

推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
」。

　

こ
こ
で
は
露
骨
に
「
平
和
利
用
」（
原
発
）
と
は
「
軍
事
的
利
用
」

（
原
爆
）
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

編
者
の
加
藤
哲
郎
は
「
あ
と
が
き
」
で
、
以
下
の
ご
と
く
論
じ
て

い
る
。

　
「
世
界
が
〈
３
・
11
〉
以
降
『
フ
ク
シ
マ
の
行
方
』
に
注
目
す

る
の
は
、
福
島
周
辺
の
放
射
能
汚
染
や
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
い
。
二
一
世
紀
に
『
核
な
き
世
界
』
を
実

現
す
る
上
で
、
日
本
が
『
軍
事
利
用
』
と
『
平
和
利
用
』
の
境
界

線
上
に
あ
り
、
原
爆
と
原
発
の
双
方
を
含
む
欧
米
か
ら
ア
ジ
ア
へ

の
核
拡
散
の
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
／
本
書
が
明

ら
か
に
し
え
た
の
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題

に
す
ぎ
な
い
が
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
比
較
ば
か
り
で
な
く
、

ア
ジ
ア
に
目
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
子
力
の
問
題
の
入
り
口

に
立
ち
得
た
と
自
負
し
て
い
る
」。

　

た
し
か
に
、
原
発
（
原
爆
）
問
題
を
日
本
の
国
内
あ
る
い
は
日
米

関
係
の
問
題
に
限
定
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
そ
し
て
世

界
ワ
イ
ド
の
問
題
と
し
て
考
え
て
は
じ
め
て
視
え
て
く
る
も
の
は
あ
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る
。
冷
戦
構
造
解
体
後
で
あ
る
、
今
の
原
発
（
原
爆
）
問
題
を
考
え

る
に
は
、
冷
戦
期
（
の
「
出
発
点
」）
が
歴
史
的
に
踏
ま
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
切
実
な
思
い
を
、
実
感
さ
せ
る
著
作

で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
反
原
発
運
動

　

本
書
を
通
読
し
な
が
ら
、
私
が
想
起
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史

家
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ー
ト
カ
ウ
の
『
ド
イ
ツ
反
原
発
小
史—

—

原
子
力

産
業
・
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
公
共
性
』（
み
す
ず
書
房
、
海
老
根
剛
・
森

田
直
子
訳
、
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
。

　

そ
れ
の
ト
ッ
プ
に
収
め

ら
れ
た
「
あ
れ
か
ら
一
年
、

フ
ク
シ
マ
を
考
え
る
」
の

中
で
、「
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ

ー
ト
カ
ウ
」
は
「
ド
イ
ツ

の
経
験
は
、
こ
う
し
た
事

柄
で
は
息
の
長
さ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
私
は
い
つ
も
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ

と
で
日
本
の
原
子
力
の
反
対
者
た
ち
を
元
気
づ
け
て
い
る
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
し
ば
ら
く
あ
と
に
も
、
西
ド
イ
ツ
の
反
原
発
運
動

の
界
隈
に
不
満
が
広
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
何
を
し
よ
う
と
無

駄
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
』
と
人
び
と
は
感

じ
た
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
印
象
は
間
違
っ
て
い
た
。
現
実
に
は

物
事
が
動
き
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
ひ
と
は
忍
耐
強

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
大
量
の
褐
炭
層
も
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に

電
力
網
も
持
た
な
い
島
国
で
は
、
た
だ
ち
に
原
発
を
脱
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
今
日
、
依
然
と
し
て
原
子
力
を
不
可
避
の
も
の
の

よ
う
に
見
せ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
他
の
選

択
肢
の
欠
如
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」。

　

ド
イ
ツ
で
脱
原
発
派
が
す
ぐ
「
勝
利
」
で
き
た
の
は
、
原
子
力
以

外
の
選
択
肢
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
歴
史
的
な
蓄
積
で
あ
っ
た
と
強
調

す
る
彼
は
、
抗
議
行
動
の
ロ
ー
カ
ル
な
国
内
的
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
い
う
運
動
の
主
体
的
力
量
が
あ

っ
た
点
が
ド
イ
ツ
の
経
験
の
核
心
で
あ
る
と
し
、
フ
ク
シ
マ
以
後
、

日
本
に
も
こ
れ
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
点
に
注
目
す
べ
し
（
日
本
の

批
判
者
は
「
一
人
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
」）
と
力
説
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も
詳
し
い
高
名
な
「
環
境
史
家
」

で
あ
る
彼
が
、
こ
う
し
た
リ
ア
ル
な
日
本
の
反
原
発
運
動
へ
の
助
言

と
と
も
に
想
起
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
左
翼
運
動
の
中
で
の
「
平
和

利
用
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
、

ア
メ
リ
カ
の
原
子
炉
安
全
諮
問
委
員
会
の
委
員
は
、
軽
水
炉
の
安
全

性
の
判
定
を
め
ぐ
っ
て
、
原
子
炉
が
「
暴
走
」
し
だ
し
た
時
の
備
え

つ
け
の
緊
急
冷
却
装
置
の
信
頼
に
つ
い
て
疑
念
を
表
明
し
た
。
そ
の

結
果
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
原
発
計
画
は
中
止
に
お
い
こ
ま
れ
た
。
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「
こ
れ
は
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
転
機
で

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
の
大
き
さ
は
、
決
し
て
過
小
評
価
で
き
な
い
。

そ
れ
ま
で

0

0

0

0

、
多
く
の

0

0

0

『
進
歩
的

0

0

0

』
知
識
人
た
ち
こ
そ
が

0

0

0

0

0

0

0

0

、
民
生
用

0

0

0

の0

原0

子
力
を
核
爆
弾
と
結
び
付
け
る
こ
と
は
愚
か
で
あ
る
と
み
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
き
た
の
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
抑
制
さ
れ
た
連
鎖
反
応
を
伴
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
平
和
的

0

0

0

な
原
子
力

0

0

0

0

』
は0

、
ま
さ
に
爆
弾
の
対
極
に
あ
る
と
い
う
理
解
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

啓
蒙
さ
れ
た
進
歩
的
な
も
の
だ
と
信
じ
て
き
た
の
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
し0

か
し
な
が
ら

0

0

0

0

0

、
そ
の
後
、
原
発
の
『
減
速
材
に
よ
る
連
鎖
反
応
』

の
減
速
作
用
に
は
絶
対
的
な
信
頼
を
置
く
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た

が
っ
て
原
子
力
と
爆
弾
と
の
結
び
つ
き
は
や
は
り
ま
っ
た
く
迷
信

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
懸
念
が
た
ん
た
ん
と
浸
透
し
て
い
っ
た
」。

　

左
翼
進
歩
派
と
「
平
和
利
用
」（
原
発
推
進
）
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

め
ぐ
る
問
題
は
、
日
本
に
も
、
分
断
国
家
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
も
共

通
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
筆
を
運
ぶ
。

　
「
み
ず
か
ら
の
行
動
を
理
論
的
に
根
拠
づ
け
た
い
と
考
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

六
八
年
世
代
の
運
動
家
に
と
っ
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
原
子
力
に
反
対
す
る
立
場

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
転
換
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
と
い
う
の
も
、
当
時

の
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
ま
だ
次
の
よ
う
な
思
考
パ
タ
ー
ン

が
広
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
の
進
歩
は
生

産
力
の
進
展
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
る
が
、
生
産
力
の
進
展
は

科
学
化
の
進
展
に
基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
知
識
人
は
今
後
、
革

命
的
前
衛
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
れ
と
同
じ
理
由
か
ら
、
核

技
術
は
最
も
『
科
学
的
な
』
技
術
と
し
て
進
歩
の
頂
点
に
あ
る
、

と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
の
学
生
運
動
の
偶

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

像
で
あ
る
ル
デ
ィ

0

0

0

0

0

0

0

・
ド
ゥ
チ
ュ
ケ
は
哲
学
者
エ
ル
ン
ス
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
ブ
ロ

0

0

ッ
ホ
を
評
価
し
て
い
た
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
平
和
な
原
子
力

0

0

0

0

0

0

』
が
も
た
ら
す
恩

0

0

0

0

0

0

恵
に
対
す
る
ブ
ロ
ッ
ホ
の
心
酔
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
原
子
力
ロ
ビ
ー
の
プ
ロ
パ
ガ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ン
ダ
す
ら
凌
駕
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ブ
ロ
ッ
ホ
は

0

0

0

0

0

、
素
晴
ら
し
い
力
の
源

0

0

0

0

0

0

0

0

泉0

（
原
子
力

0

0

0

）
を
充
分
に
精
神
的
に
促
進
し
て
い
な
い
と
し
て
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
後
期
資
本
の
潜
在
的
な
機
械
破
壊
』

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
非
難
し
て
い
た
の
だ
」。

　
「
疑
い
も
な
く
、
多
く
の
六
八
年
世
代
の
反
原
子
力
へ
の
ア
ン

ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
は
、
パ
ニ
ッ
ク
的
な
不
安
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な

く
、
大
抵
は
骨
の
折
れ
る
学
習
過
程
を
通
じ
て
遂
行
さ
れ
た
の
で

あ
る
」。「
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
共
産
党
に
近
い
グ
ル
ー
プ
は
、
東
ド

イ
ツ
と
の
結
び
つ
き
の
せ
い
で
身
動
き
が
取
れ
ず
に
い
た
。
と
い

う
の
も
、
東
ド
イ
ツ
で
は
、
核
技
術
は
批
判
者
に
と
っ
て
も
タ
ブ

ー
で
あ
り
続
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」（
傍
点
引
用
者
）。

　

こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ホ
自
身
の
文
章
は
、
彼
の
主
著

『
希
望
の
原
理
』
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
れ
を
読
ん
で
す
ぐ
、
持
っ
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て
は
い
た
が
、
キ
チ
ン
と
通
読
し
て
い
な
か
っ
た
好
村
富
士
彦
の

『
ブ
ロ
ッ
ホ
の
生
涯

―
希
望
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
』（
平
凡

社
、
一
九
八
六
年
）
を
、
か
な
り
丁
寧
に
読
ん
だ
。
さ
す
が
に
好
村

は
、
こ
の
問
題
に
は
そ
れ
な
り
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
こ

う
あ
っ
た
。

　
「『
技
術
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
を
扱
っ
た
章
で
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
社
会

主
義
社
会
で
の
原
子
力
の
可
能
性
に
大
き
な
夢
を
託
し
て
い
る
が
、

こ
れ
な
ど
も
そ
の
後
の
原
子
力
発
電
の
実
用
化
の
過
程
で
起
こ
っ

た
諸
問
題
や
、
と
り
わ
け
一
九
八
〇
年
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反

核
運
動
の
高
揚
と
と
も
に
高
ま
っ
た
原
子
力
発
電
へ
の
批
判
を
知

っ
た
な
ら
、
ブ
ロ
ッ
ホ
自
身
そ
の
誤
り
を
認
め
て
、
喜
ん
で
書
き

改
め
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ブ
ロ
ッ
ホ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、

ど
ん
な
に
す
ぐ
れ
た
洞
察
に
も
、
歴
史
的
制
約
に
よ
っ
て
遮
ら
れ

た
部
分
が
あ
り
、
私
た
ち
は
つ
ね
に
批
判
的
に
受
け
と
め
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
だ
」。

　

私
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
被
爆
地
広
島
へ
帰
っ
て
生
活
し
て

い
た
好
村
か
ら
、
亡
く
な
る
年
ま
で
、
何
年
も
広
島
の
〈
８
・
６
〉

集
会
で
声
を
か
け
ら
れ
、
彼
が
編
集
し
た
原
爆
文
学
の
資
料
な
ど
を

手
渡
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
く
だ
り
を
読
ん
だ
時
、
私
は
彼
が
〈
３
・
11
〉
シ
ョ
ッ
ク
の

後
の
時
間
ま
で
生
き
て
い
た
ら
、
彼
の
高
く
評
価
し
て
や
ま
な
い
ブ

ロ
ッ
ホ
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
終
末
論
」（「
革
命
的
メ
シ
ア
二
ズ
ム
」）

と
原
発
賛
美
の
科
学
・
技
術
観
の
内
在
的
連
関
に
こ
そ
批
判
的
な
メ

ス
を
入
れ
る
思
想
的
作
業
に
踏
み
込
ま
ざ
る
を
、
得
な
く
な
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
。（

あ
ま
の 

や
す
か
ず
／
本
誌
編
集
委
員
）
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